
第 21 回 ものつくり大学教育研究推進連絡協議会実施報告 

 

1. 日時、実施会場・形式 

 2022年 2月 25日（金） 15：00～16：55 

 ものつくり大学 本部棟 2階 大会議室より Zoom 配信 

 

2. 会員 （企業・団体 218社） 

会 長 市橋 保彦 （元日野自動車株式会社 代表取締役会長） 

副会長 椋田 哲史（一般社団法人日本経済団体連合会 専務理事） 

                                               

3. 参加企業数 

 47 社（団体）49名 

 

4. 議事 

（1）20周年記念動画放映 

（2）IOT Vision Compass 2030 について 

（3）教育改革の実践について 「ものつくり大学における教学マネジメントの推進報告」 

（4）各学科紹介 

（5）学生成果発表  

①長期インターンシップ 建設学科 2年 岡野 秀美 

②学生フォーミュラー活動 チームマネジメント力の育成 総合機械学科 4年 丸山 颯斗 

③技能五輪造園職種金賞 建設学科 1年 田子 雅也 

④地域貢献活動の研究  大学院 2 年 新井 達也 

（6）20周年記念事業報告 

（7）意見交換 

 

5. 意見交換詳細 

◎情報メカトロニクス学科について、新時代に即したカリキュラムに変更するという説明があったが、新

しい学びの分野を入れることによって科目の統廃合等を行うのか。 

→カリキュラム改変に伴って、卒業単位数を減らしたこともあり、総合的に授業科目を調整した。改変

においては、現場のテクノロジストにとって必要な分野としての AI、システム、情報テクノロジーを学ぶこと

を重視した。 

 

◎学生に対して企業で必要となるお金の流れについての教育は行っているのか。 

→講義に基本的な財務の内容だけでなく、ものづくりの現場での関与、原価構成を学修する内容を

入れている。 

 

◎造園は植物の生態を知らないとできないが、田子君は自分で材料を準備し、施工を工夫していると

いうのは大変評価できる。若年者ものづくり競技大会でも優勝しているので、来年の世界大会に出場

できるよう、大学として田子君のバックアップをお願いしたい。 


